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著者 対象 移動 特徴的な事項
崔吉城 秋葉隆 朝鮮・韓国内 研究を弟子たちが継承
中村八重 朝鮮通信使 朝鮮・韓国から日本 帝国日本の時代の移動の
 再現行列 （釜山・対馬・下関） 歴史との断絶
冨田哲 韓国華僑 韓国から台湾  民族・国民概念とアイデン
ティティの時代背景との関
わり
松田良孝 台湾系住民 台湾から沖縄（宮古・八重山） 米の商いの担い手
全京秀 鹿野忠雄 台湾，フィリピン，東南アジア 「脱他者化」の認識
  分野移動と思想移動 忘れられた人類学者
1) 本書では沖縄を「准植民地」としている（『人の移動』: 18）。
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『モノの移動』
著者 対象 移動 特徴的な事項
角南聡一郎 日式表札 日本から台湾，朝鮮 現地のモノとの融合と
   来歴の忘却
上水流久彦 近代建築物 日本から琉球・沖縄 「忘却させられた近代」
林玉茹 税関制度 日本から台湾内 日本による近代化の浸透
谷ヶ城秀吉　日本企業の事業 日本から台湾内 空間的に越境できなかっ
   たモノ
林史樹 粉食中華 中国から朝鮮半島・日本へ 「食の段階的定着」と食の
   「上書き」
八尾祥平 パイン産業 ハワイから台湾そして沖縄へ 旧日本帝国の枠を超えた






著者 対象 移動 特徴的な事項
上水流久彦 親日イメージ 台湾 認識の交錯とズレ
中村八重 あんぱん 韓国（群山） 収奪と近代
林史樹 「洋食」 朝鮮・韓国 朝鮮の「洋」と日本の「唐」
八尾祥平 パイナップルの焼菓子 ハワイ・台湾・広島 帝国の盛衰とその後のアジア
   の姿
『モノの移動』
著者 対象 移動 特徴的な事項
冨田哲 朝鮮総督府警察官 朝鮮から壱岐 「現地」との接触の場
三尾裕子 「日本神」廟 台湾 「日本」を取り込む
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西村一之 漁民の言葉 台湾・与那国 知識と言葉が日本から台湾そ
   して来台する漁業労働者へ
鈴木文子 在朝日本人 朝鮮 単なる風景としての朝鮮
角南聡一郎 職人の技と道具 朝鮮・台湾 意識されない「日本」由来


































































































白山人類学　24 号　2021 年 3 月
基盤を確立しようともがき，国境を越えて移動した労働者としての民衆の姿」（『モノの移動』: 
288）に注目する。そこで，「複数の勢力圏がひしめくなかで移動しながら生きてきた人々の
視点から歴史を描き直すことの重要性」（『モノの移動』: 289）を指摘し，「国境を超える経
済開発を労働という観点から批判的に検証すること」（『モノの移動』: 289）を今後の課題で
あるとした。
最後に全体を読んだ上で，いくつか考えたことを述べておきたい。まず本書の著者たちの
多くは，評者とはフィールドや分野が違うということで，様々な事柄について喚起させられ，
大変良い刺激となった。それと同時に，特に植野弘子・上水流久彦「序　帝国日本における
人の交錯」において展開された人類学的研究と植民地をめぐる議論については，お恥ずかし
ながらやや消化不良になるくらい濃い内容であった。
また韓国研究者として感じたことは，現地の人々から台湾研究者が受けるという「親日」
的な態度やまなざしへの居心地の悪さということである。よく，「同じ」植民地なのになぜ韓
国と台湾は日本に対する態度が 180 度も違うのか，という問いがある。これは本書の論文と
コラムを読んでから，じっくりと考えていただきたいと思う。帝国日本と植民地を見ていく時，
安易なノスタルジーやステレオタイプ的な歴史認識，「分かりやすい」説明による安直な理解
に陥りがちであることに対して，自覚的であるべきであろう。評者が学生時代，かなり左寄
りの思想に傾いていた頃，右翼的な言動の多かった父親のことを「大日本帝国親父」と呼ん
でいた。父親は普段から，日韓併合でインフラ整備など良くしてやったのに，韓国人は日本
に文句を言う，など右翼的な言動を繰り返していた。ある時評者と言い争いになった。評者
は父親を批判し，理路整然と言い負かした。すると父親は，「お前は何も分かっとらん」と言っ
てその場から去った。それを見ていた母親は評者に対し，「あんたはちょっと勉強して自分が
頭が良くなったと思って，父親を馬鹿にする人間になったんか」と激しく怒った。その時か
ら評者は，父親と言い争うことはしなくなり，「平和共存」するようになった。それは，自ら
を恥じたことが一番大きな理由であったが，頑固な父親を変えることは到底できないだろう
という諦めもあった。その後さらに学ぶことで，帝国日本を生きた父親にとって右翼的な言
辞は至極当たり前のことであり，「何も分かっとらん」と言った父親が知っていたことや思い
というものの中身について，少しは「理解」することができるようになった。昔の写真や映
像は基本モノクロであるが，当時の人は当然のことながらカラーで見ていたはずである。画
像技術の進化によりモノクロをカラー化した写真などを見ると，現在と全く異なると勝手に
思い込んでいた過去が鮮やかに立ち現れてくる。ここ最近戦争中の日常生活を描く作品がい
くつか出てきているが，それらは当時の何気ない当たり前を表現している。ひどい過去を自
らとは全く関係ない「異常な事態」とするだけでは，そこからは何も学ぶことができなくなっ
てしまう。あくまでも我々が「今ここで」見ている景色と同じような過去において，帝国日
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本そして植民地があったのだということを忘れてはならないし，学び続けることがとても重
要だと思う。その意味で本書は，学部のゼミや授業などにおいて利用することもお勧めである。
本書で示された一定の研究成果を受けて，こうした試みが今後どう展開していくのか，大変
興味深いと同時に楽しみである。
